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医療法人水の木会では平成１５年に萩市堀内

に萩病院を開設し、微力ながら地域の精神科

医療を担ってまいりました。 
 

このたび、海を臨む自然豊かな椿東の地に、

有料老人ホーム「椿の郷」を開設することに

なりました。 
 

「椿の郷」は、高齢者の皆様が安心してくつ

ろいだ生活を末永く送られることを目的とし

た住宅型有料老人ホームです。 
 

萩病院をはじめとする医療機関との連携に加

え、施設内に居宅介護支援事業所、デイサー

ビスセンター、ヘルパーステーションといっ

た介護保険サービスを併設するなどサポート

体制も充実させ、入所された方々だけでな

く、地域の方々にも利用しやすいプログラム

を用意しました。 
 

当地域におきましては、高齢者の増加や過疎

化に伴う独居老人の増加、また認知症高齢者

の増加など、様々な高齢者問題が生じていま

すが、健康な方から要介護の方まで幅広い

方々に対応可能な有料老人ホームとして、地

域に根差した施設運営に努めたいと考えてお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入所された皆様に、いつまでも笑顔に満ちた

日々を過ごしていただき、ご家族の方々から

も全幅の信頼をいただけるように、職員一

同、皆様の気持ちを大切にしたサービスの向

上に努めます。 
 

当法人では、施設は地域の重要な社会資源の

ひとつだと考えておりますので、皆様との出

会いを心よりお待ちしております。いつでも

気軽に施設にお越しいただき、ご見学やご相

談いただきますようお願い申し上げます。 
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●有料老人ホーム 椿の郷 開設のご挨拶    

 ①水木 理事長 ②筑後 施設長  

●下関学術講演会 

●行事報告 

●スタッフのわ 
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８月２３日、予てより建設中であった有料老人ホーム椿の郷が完成し開設いたしました。 

２月から工事が始まり、開設準備室も立ち上がり業者との打ち合わせを繰り返して６か月後オープン

の運びとなりました。 

当施設は定員６０名（居室５３室）で介護サービス事業も併設しています。共用部分においては、他

施設にない広い大浴場をはじめエントランス、食堂、デイサービスエリア等ゆったりとしたスペース

が確保されています。 

入居者の方には自立度にあったそれぞれのサービスを提供し満足のいく生活を送られるよう職員一丸

で取り組む所存です。スローガンに「心接」を掲げ、山口県一の有料老人ホームを目指します。 

皆様のご支援ご協力を宜しくお願い致します。                    （筑後） 
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8 月 31 日、地域診療クリニック で山口大学の 藤井 正美 先生に標記の講演をしていただきまし

た。日本でも数少ない、てんかん専門医としての豊富な実績と研鑽に基づ

いた興味深い有意義な内容でした。 
 

最新の治療法（薬物療法・手術等）を中心に「てんかんとは？」から 

始まり、てんかんの診断、発作症状の特徴と分類、発作への対処方法、 

日常生活での注意点や医療支援など分かりやすく話していただきました。 
 

「てんかんの発作は数分以内で収まるので常に冷静に対処する。 

てんかんは適切な治療を施さないと悪くなる。とにかく早く専門医の 

診断を受けてほしい。」と言われたことが印象に残り、又、てんかんへの

認識と理解を新たにすることができました。 

貴重な講演をいただきありがとうございました。 

事前の天気予報では雨が降ると予測されていましたが、この日は天候にも恵まれ、絶好の 

夏祭り日和となりました。患者さんや地域の皆さんを含め、多くの方に来場していただきバザーも

盛況を見せていました。各バザーの中でも就労支援事業所「かじくり」で作られている 

「美豆の希豆腐（みずのきとうふ）」が皆さんの注目を集めていたようで、食べた方々は美味しい

と舌鼓を打っていたようです。また、19 時からは下関平家太鼓保存会の方々による迫力のある演

奏もあり、多くの方が平家踊りを踊られていました。 
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平成 25 年 6 月 15 日、毎年春祭りが行われていましたが、今年度は初めての試みとして、下関

病院 4Fホールにて音楽祭を開催いたしました。今回はアンサンブル・アボというボランティア団

体に演奏を依頼する形をとりました。バイオリンやフルートの生の演奏は素晴らしく、とても迫力

のあるものでした。参加者も多く、患者さんから「音色が綺麗でよかった」という声も多く聞か

れ、とてもよい音楽祭となりました。アンサンブル・アボの皆様、素晴らしい演奏をありがとうご

ざいました。 

ようやく真夏は過ぎましたが、 

まだまだ暑い季節が続きそうで

す。寒い季節よりも暑い季節の

ほうが好きなぼくは、去りゆく

夏を名残惜しい気持ちで送ろう

としています。 

季節の変わり目は体調をくずし

やすいですが、お互いに健康管

理に気をつけて実りの秋を迎え

ましょう。 

 

（広報委員 米田） 

 今回は、女子回復期病棟の 末永師長 です!! 
 

今、はまっていることですが、‘数独’というパズルがあります。少しルールを紹介

しますと９×９のマスの中に、１から９までの数字を入れていくのですが、タテ、

ヨコ、一つのボックスには同じ数字を入れてはいけない事になっています。解き方

は、タテ、ヨコ、一つのボックスに欠けている数字を丹念に探して、マスを埋め完

成させます。難易度も様々ありますが、短時間で完成できると、 

爽快な気持ちになります。 

ぜひ、チャレンジしてみてはいかかでしょうか。 
 

次は電算室の 山藤 さん です 

ひ
ら
め
い
た
！ 

平成 25 年 9 月 11 日に患者さんを募り、院外活動として、みのりの丘へ梨狩りに行きました。

参加された方は、お目当ての梨を自分で採り、皮を向いて美味しく食べていました。普段とは違

い、外の空気を味わったり、皆で外で食事を食べられたので良い気分転換となった様子です。梨の

味も甘くて非常に美味しく、参加された皆さんは大満足でした。 


